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海洋研究開発機構の観測航海で取得されたマルチビームによる日本海溝付近の海底
地形
Bathymetric feature around Japan Trench obtained by JAMSTEC multi narrow beam sur-
vey
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1995年以降、マルチナロービームによる測深データが集まり、2008年度には、データベースサイトを立ち上げ、航海毎
にデータ公開を開始した。今回の東日本地震の事後調査の基礎資料とするため、過去の機構運用の航海データの内、海底
地形データをまとめたので報告する。地震前までのデータを集約し、格子点状データを作成した。データは、JAMSTEC
の船舶「かいれい」「かいよう」「よこすか」「なつしま」「みらい」の 5隻に搭載されている SeaBeam2100, 2112シリー
ズ，SeaBat8160で取得されたデータを集め、各航海中に取得した XBTによる音速データを用いて補正をかけ、スパイク
ノイズを取り除いたものである。データのないエリアは、海上保安庁海洋情報部の「日本周辺の 500mメッシュ海底地形
データ」を参照した。このようなデータのコンパイル、マッピング作業により、どこの海域にどのくらいのデータ量が
存在するのか明らかになり、今後の調査航海の測線計画や地震・津波イベント前後でのタイムラプス解析の可能性を探
る基礎資料となる。なお、JAMSTECのウェブサイトのトップページにあるデータベースサイトから、今までの航海デー
タ検索ができるポータルサイトや航海毎のレポートや測線情報、海底地形の生データなどの閲覧、ダウンロードが可能
な航海データサイトの運用を 2008年 6月より行っている。

JAMSTECのデータベースサイト
http://www.jamstec.go.jp/j/database/index.html
航海データ検索ができるポータルサイト
http://www.godac.jamstec.go.jp/dataportal/
航海データサイト
http://www.godac.jamstec.go.jp/cruisedata/j/
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